
（第
三
十
八
号
）

東
北
大
学
艮
陵
同
窓
会

平
成
二
十
六
年
度

関
東
連
合
会
春
季
総
会

開
催
の
経
過
報
告

　

東
北
大
学
総
長

　

里
見

　

進
先
生
が
特
別
講
演

平
成
二
十
六
年
関
東
艮
陵
同
窓
会

（正
式
に
は
、
東
北
大
学
艮

陵
同
窓
会
関
東
連
合
会
）
は
、
平
成
二
十
六
年
六
月
十
四
日
（土
）

東
京
・
市
ヶ
谷
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
関
東
甲
信
越
静
岡
か
ら
、
三
十
五
名
の
艮
陵
同
窓
生

が
集
合
し
、
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
が
揃
っ
た
。

今
回
は
、
ご
講
演
を
お
願
い
し
た
東
北
大
学
総
長
里
見

　

進
先

生

（昭
和
四
十
九
年
卒
）
の
特
別
の
ご
出
席
も
あ
り
、
会
も
ひ
と

き
わ
盛
り
上
が
っ
て
、
お
互
い
に
旧
交
を
温
め
あ
い
和
や
か
な
雰

囲
気
で
あ
っ
た
。

総
会
は
、
午
後
四
時
三
十
分
か
ら
開
会
の
辞
に
始
ま
り
、
次
い

で
通
常
の
総
会
に
う
つ
り
、
押
田
茂
富
会
長
が
次
の
よ
う
に
挨
拶

し
た
。

「押
田
体
制
二
年
目
に
な
り
、
若
い
会
員
の
確
保
が
大
き
な
目
標

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
卒
業
後
十
年
以
内
の
関
東
在
住
と

思
わ
れ
る
艮
陵
会
会
員
に
『若
い
艮
陵
の
会
』
の
ご
連
絡
を
差
し

上
げ
ま
し
た
が
、
多
く
の
返
事
は
頂
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に
若

い
会
員
の
参
加
を
増
や
す
こ
と
を
課
題
と
し
て
、
今
後
と
も
対
応

し
た
い
と
思
い
ま
す
」

次
い
で
岩
瀬
幹
事
長
よ
り
新
体
制
で
の
二
年
目
の
経
過
報
告
と

共
に
、
根
本
常
任
幹
事
よ
り
、
庶
務
編
集
担
当
報
告
、
田
中
常
任

幹
事
よ
り
女
医
部
会
報
告
が
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
坂
間
会
計
担
当
幹
事
が
会
計
報
告
、
新
田
監
事
よ
り
、

会
計
監
査
報
告
が
あ
り
、
会
計
報
告
と
予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　

午
後
五
時
か
ら
は
、
里
見

　

進
東
北
大
学
総
長
の
特
別
講
演
、

「東
北
復
興
。
ｏ
日
本
新
生
の
先
導
」
な
ら
び
に

「ワ
ー
ル
ド
ク
ラ

ス
へ
の
飛
躍
」
と
題
し
た
講
演

（詳
し
く
は
、
次
頁
参
照
）
が
行

わ
れ
た
。

　

講
演
の
主
旨
は
、
「研
究
第

一
」、
「門
戸
開
放
」
、
そ
し
て

「実

学
の
尊
重
」
等
、
建
学
の
理
念
尊
重
と
共
に
、
被
害
を
受
け
た
東

北
の
復
興
、
日
本
再
生
等
が
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
東
北
大
学
か
ら
は
い
く
つ
か
の
分
野
に
お
い
て
、
世
界

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
研
究
成
果
が
出
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
分
野
を

総
合
す
る
と
、
ま
だ
ハ
ー
バ
ー
ド

ｏ
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
、
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
ほ
ど
世
界
的
で
は
な
い
の
で
、
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
へ
の
飛

躍
を
目
標
に
し
て
、
こ
の
二
年
間
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
強
調

さ
れ
た
。

　

次
い
で
午
後
六
時
か
ら
、
場
所
を
移
り
懇
親
会
に
移
行
、
会
員

の
現
況
報
告
等
が
あ
り
、
さ
ら
に
ア
フ
タ
ー
デ
ィ
ナ
１
コ
ン
サ
ー

ト
と
し
て
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
加
藤
幸
子
さ
ん

（歌
手
加
藤
登
紀
子
さ

ん
実
姉
）
、
ピ
ア
ノ
、
ブ
ー
ト
ワ
、
ラ
ー
ダ
さ
ん
に
よ
る
パ
ガ

ニ
ー

ニ
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
等
の
名
曲
の
数
々
が
演
奏

さ
れ
て
、

一
同
、
聴
き
惚
れ
た
。

最
後
に
、
飯
野
副
会
長
が
来
年
度
に
向
け
て
、
ま
す
ま
す
会
の

発
展
を
図
り
た
い
と
決
意
を
述
べ
て
閉
会
し
た
。

東
北
大
学
関
東
艮
陵
同
窓
会会

長

　　

押
田
茂
賢

（文
責
）



東
北
大
学
総
長
、
里
見
進
先
生
は
、

　　

そ
の
第

一
は
、
『東
北
復
興
。
日

関
東
艮
陵
同
窓
会
総
会
に
出
席

　　

本
新
生
の
先
導
』
で
あ
り
、
第
二

し
て
、
首
題
の
講
演
を
行
い
ま

　　

は
東
北
大
学
の
『
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ

し
た
。

　　　　　　　　　　　　

ス
へ
の
飛
躍
』
で
あ
り
ま
す
。

　

左
記
が
講
演
の
主
な
内
容
で
す
。

　　

東
日
本
大
震
災
直
後
に
、
病
院

　

「二
年
前
の
総
長
就
任
時
に
、

建
学
の
精
神
、
「研
究
第
一
」
「門

戸
開
放
」
「実
学
優
先
」
を
尊
重
し

写
真
左
は
、
講
演
者
、
里
見
進
先
生

（東
北
大
学
総
長

　

昭
和
４
９
卒
）

長
と
し
て
、
率
先
し
て
被
災
地
の

医
療
応
援
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
時
の
経
験
を
生
か
し
て
、

そ
の
後
、
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
ふ
メ

ガ
バ
ン
ク
機
構
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
と
に
か
く
こ
の
・度
の
大
震
災

で
は
、
大
学
の
建
物
、
設
備
、
ま

た
研
究
成
果
を
失
う
な
ど
総
合
大

学
と
し
て
は
、
大
変
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
総
長
と
し
て
、
「東
北
大

学
災
害
復
興
新
生
研
究
機
構
」
を

立
ち
上
げ
、
災
害
科
学
国
際
研
究

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
情
報
通

／も、，らバ／、．ムｒ
′
・
、●＼“・●′”、′

　

′・′、〃へ
●

　

／さら

　　

●ゞ

　　

＼

　

、
・，′
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・

　　

＼

　

、
、′、ゞ′＼

　

／

東
北
大
学
絶
景

　

里
見

　

進
先
生
の
講
演
内
寒

　

「東
北
復
興
り
日
本
新
生
の
先
尊
」

　

「
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
へ
の
飛
躍
」
を
日
指
し
て

関
東
風
喉
同
窓
会

会
長

　　

坪
爾
洩
青

平
成
－－十
六
年
六
月
十
四
日
士

つ
つ
六
年
間
の
任
期
中
の
目
標
を

表
題
の
二
つ
を
掲
げ
ま
し
た
。

信
再
構
築
“
復
興
産
学
連
携
機
構

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
加
え
て
、

教
職
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を

活
か
し
て
取
り
組
む
、
復
興
ア
ク

シ
ョ
ン
１
０
０

（総
長
裁
量
経
費

に
よ
る
支
援
が
、
平
成
二
十
四
年

度
ｏ十
四
件
、
平
成
二
十
五
年
度
ｏ

十
件
）
が
進
行
中
で
す
ｈ

　

も
う

一

　

つ
の
大
き
な
テ
ー
マ

『
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
へ
の
飛
躍
』

で
は
、
知
の
フ
オ
ー
ラ
ム
、
知
の

国
際
共
同
体
、
モ
チ
ベ
！
シ
ョ
ン

向
上
創
生
拠
点
コ
ン
セ
プ
ト
、
官

民
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム

ン
な
ど
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

更
に
、
青
葉
山
新
キ
ャ
ン
パ
ス

整
備
事
業
と
し
て
、
青
葉
山
新
キ

ャ
ン
パ
ス
位
置
図
を
提
示
い
た
し

ま
す
。

　

医
学
関
係
で
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

手
術
室
や
、
先
端
医
療
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

　

母
校
ｏ
東
北
大
学
の
イ
ン
フ
ラ

復
興
等
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
施
設
の

整
備
、
学
生
４
教
職
員
の
教
育
育

成
等
の
著
し
い
施
設
の
増
強
を
し

て
お
り
ま
す
」

　

ご
講
演
を
通
じ
て
東
北
大
震
災

の
爪
痕
か

ェ￥
り
上
が
る
里
見
総

長
の
姿
に
聴
衆
一
同
、
感
動
い
た

し
ま
Ｌ
た
。

最
後
に
艮
陵
同
窓
会
の
飯
野
よ

し
子
教
授

（自
治
医
大
耳
鼻
科
）

の
謝
辞
が
あ
り
、
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

（文
責

　

押
田
茂
責
）

里
見

　

進
先
生

　

略

　

歴

昭
和
４
９

東
北
大
学
医
学
部

医
学
科
卒
業

同
５
９

ハ
ー
バ
ー
ト
大
学
研
究
員

同
６
３

東
北
大
学
医
学
部

　　　

第
二
外
科
講
師

平
成
７

　

同
医
学
部
第
二
外
科
教
授

同
１
６

東
北
大
学
病
院
長

同
１
７

東
北
大
学
副
学
長
な
ど
を

　　　

経
て
、
現
在
、
東
北
大
学

　　　

総
長
、
国
立
大
学
協
会
副

　　　

会
長

役
員
、
学
会
・
日
本
外
科
学
会
監
事

（前
理
事
長
）、
日
本
移
植
学
会

（評
議
員
）、

日
本
静
脈
経
腸
栄
養
学
会

（理
事
）、
日

本
臓
器
保
存
生
物
医
学
会

（理
事
）、
日

本
内
視
鏡
外
科
学
会

（評
議
。巳
、
日
本

乳
癌
学
会

（評
議
凹８
、
日
本
外
科
感
染

症
学
会

（理
事
）、
日
本
食
道
学
会

（評

議
ｂ８
、
日
本
臨
床
腎
移
植
学
会

（常
任

幹
事
）
Ｎ
Ｃ
Ｄ
代
表
理
事
、
国
際
移
会
、

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｇ
０
（国
際
消
化
器
外
科
会
。呂

　

専
門
分
野
は
、
外
科
学
一般
、
移
植

外
科
、
肝
臓
外
科
▼

（乙



日
ー

　別

　

に

６

会

真

　

も

年
窓
写
圏

６

　

同

念

人

２

陵

記
五

成

艮
合
ら

平
東
築
か

関

の
右

上
）
方
列

輿

土
生
前

写
（
先
最

関東艮陵同窓会にご出席

　
　

　
　　

　
も
鍛

人
Ｊ

　
　総長里見進先生。 左隣は、 関東

艮陵会長押田茂置先生

「関
東
良
陵
だ
よ
り
」
な
ら
び
に

「関
東
艮
隣
同
窓
会

Ｈ
Ｐ
」
《
の
情
報
提
供
の
お
願
い

　

本
紙
、
関
東
艮
陵
だ
よ
り
は
、
こ
れ
ま
で
会
員
の
皆
さ
ま

に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
、
会

員
の
諸
先
生
の
お
役
に
立
つ
情
報
を
提
供
致
し
た
く
、
教
授

就
任
、
叙
勲
、
新
規
開
業
、
就
職
希
望
、
そ
の
‐他
の
情
報
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
宛
先
は
、
東
北
大
学
艮
陵
同
窓
会

関
東
支
部

（四
頁
参
照
）
ま
で
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

関
東
艮
陵
同
密
宏
大

　

幹
事
長

　

岩
瀬

　

光

掛
覇
国
団
瞬
ａ
田
図
霊
図
廼
国
圏
四
臨
堕
図
歴
醗
曜
８
図
歴
鴎
図
弱
園
図
惑
麹
堕
盤
盈
翌
閣
通
惣
鴎
渦
隠
圏
図
図
国
霊
図
悶
悶
卸
回
困
国
勘
劃
唖
図
岡
図
図
Ｂ
陸
ず

瀞
？
壌
ー
壕
寸
ず
ー
◎罰
》
欝
ー
能
馨
態
』

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
加
藤
幸
子
さ
ん
は
（歌
手
加
膝
登
紀
子
さ
ん
の
実
姉
）
飽

国
立
音
大
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
科
の
出
身
で
、
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
棚

の
団
員
を
つ
と
め
た
プ
ロ
で
あ
り
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ブ
ー
ト
ワ
ｏラ
十
ダ
さ
ん
は
、
＝

ロ
シ
ア
の
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
コ
ン
セ
ル
バ
ト
ワ
ー
ル
卒
業
で
、
お
二
人
は
息
の
合
圏

っ
た
見
事
な
コ
ン
ビ
ネ
シ
ョ
ン
の
演
奏
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　　　　　

歴

　

演
奏
の
特
徴
と
し
て
は
、
正
確
で
曲
の
雰
囲
気
を
よ
く
表
現
し
て
い
ま
し
た
。
閏

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
女
流
演
奏
家
ら
し
い
選
択
で
し
た
が
、
特
に
マ
ス
ネ
ー
の

「タ
イ
圃

ス
の
限
想
曲
」
は
、
き
め
の
細
か
い
演
奏
で
幻
想
的
な
感
じ
が
良
く
出
て
い
ま

　

輔

し
た
。
ま
た
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の

「ボ
ー
力
リ
ー
」
は
、
そ
の
名
の
よ
う
に
ヴ
ァ

　

聞

イ
オ
リ
ン
が
歌
う
よ
う
な
名
演
で
し
た
。

　

ホ
ル
ム
ベ
ス
ク
の

「望
郷
の
バ
ラ
ー
ド
」
は
、
作
曲
が
故
郷
を
偲
ぶ
曲
で
す

　

蜘

が
、
ジ
プ
シ
ー
風
の
悲
し
み
の
た
だ
よ
う
哀
愁
に
満
ち
た
感
動
的
な
演
奏
で
し

　

獅

た
。
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の

「ロ
マ
ン
ス
ｏ

ヘ
長
調
」
は
、
明
る
く
甘
美
な
旋
律
が

　

鯉

良
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
仙
台
に
ち
な
ん
で

「荒
城

　

獅

の
月
」
が
演
奏
さ
れ
て
、
満
場
の
拍
手
を
浴
び
て
終
了
し
ま
し
た
。

　　　　　

国

（常
任
幹
事

　

根
本

　

宏
）

開
園
琢
園
閤
唖
露
覇
困
墨
書
翠
窃
墓
園
駕
団
御
叩
霊
竃
蟹
蟹
図
図
霊
溺
覇
霊
園
麗
陛
圏
強
囲
勾
＝
琶
電
冊
＝
盈
＝
塑
圏
＆



　

第
十
六
回

　

艮
陵
女
医
部
会
は
、

七
月
二
十
六
日
（土
）、
私
学
会
館
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

猛
暑
が
続
き
、
土
曜
日
の
お
忙
し

い
中
、
二
十
一
名
の
先
生
方
に
ご
出

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
昭
和
五
十
三
年
卒
の
清

浄
源
弘
先
生
に
よ
る

「眼
陰
庫
撃
、

海
外
治
療
事
情
な
ど
」、と
題
す
る
ご

講
演
が
あ
り
、
参
考
と
な
る
‐ゞ近
愚
見

を
多
々
う
け
た
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

眼
晩
座
撃
に
出
会
っ
た
ら
、
眼
精

疲
労
に
よ
る
も
の
と
簡
単
に
考
え
ず

に
薬
剤
中
毒
か
も
し
れ
な
い
と
考
え

る
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

以
下
は
、
清
沢
源
弘
先
生
か
ら
頂

い
た
、
当
日
の
ご
講
演
内
容
の
詳
細

で
ご
ざ
い
ま
す
。
（田
中
佐
喜
子
）

　

眼
識
の
診
断
と
治
療

　　

清
遷
眼
科
医
院

　

清
沢
源
弘

　

眼
険
痘
撃
は
自
分
の
意
思
に
関
わ

り
な
く
目
が
閉
じ
て
し
ま
っ
て
開
き

続
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う

奇
妙
な
疾
患
で
、
神
経
学
的
に
は
錐

体
外
路
系
の
ジ
ス
ト
ニ
ア
と
呼
ば
れ

る
疾
患
の
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

臨
床
的
に
は
、
間
欠
的
な
瞬
目
を

訴
え
る
軽
い
眼
陰
座
挙
患
者
か
ら
、

眼
痛
で
日
常
生
活
が
不
能
な
重
症
者

ま
で
に
亘
り
ま
す
。

　

初
期
症
状
は
、
瞬
目
頻
度
増
加

（７
７
％
）
眼
険
挙
縮

（６
６
％
）

眼
刺
激
感

（５
５
％
）、
顔
面
下
部
痛

撃

（５
９
％
）
を
含
ん
で
い
ま
す
。

診
断
に
先
行
す
る
徴
候
に
は
流
涙
、

眼
刺
激
感
、
差
明
及
び
弱
い
視
覚
的

苦
痛
を
含
み
ま
す
。
こ
れ
ら
の
苦
情

は
、通
常
の
眼
科
診
療
に
於
い
て
も
、

一般
的
な
の
で
、
適
切
な
疑
い
を
持

つ
こ
と
は
、早
期
発
見
に
有
用
で
す
。

　

患
者
は
、
テ
レ
ビ
鑑
賞
、
読
書
、

運
転
、
歩
行
を
順
に
断
念
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。さ
ら
に
不
安
を
増
し
、

社
会
接
触
を
回
避
し
、
元
気
喪
失
，

失
職
、
さ
ら
に
は
自
殺
願
望
に
ま
で

至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

一般
人
口
中
の
眼
陰
座
撃
の
頻
度

は
、
十
万
人
に
五
人
、
そ
の
女
”
男

は
、
１
対
１
み
８
１
で
、
発
症
の
平

均
年
齢
は
五
十
六
歳
、
患
者
の
三
分

の
二
は
、
六
十
歳
以
上
で
す
。

　

正
常
な
瞬
日
時
に
は
、閉
眼
筋
（眼

輪
筋
、
搬
眉
筋
、
鼻
根
筋
）
と
、
開

眼
筋

（上
眼
陰
挙
筋
お
よ
び
前
頭
筋

肉
）
の
二
筋
群
は
お
互
い
に
抑
制
し
、

開
陰
筋
群
と
閉
眼
筋
群
は
個
別
に
作

用
す
る
の
で
す
が
、
ジ
ス
ト
ニ
ア
で

は
、
そ
れ
が
同
時
に
作
用
し
て
、
健

全
な
瞬
日
が
で
き
な
い
の
で
す
。

　

完
全
な
治
療
法
は
な
い
で
す
が
ボ

ツ
リ
ヌ
ス
神
経
毒
素
の
眼
輪
筋
へ
の

注
入
が
症
状
の
減
弱
に
利
用
可
能
で

最
も
有
効
な
治
療
法
で
す
。

　

経
口
薬
と
手
術
も
取
り
う
る
選
択

肢
で
す
。

　

さ
ら
に
補
助
的
に
険
の
衛
生
処
置

と
涙
小
点
閉
塞
処
置
、
そ
れ
に
ク
ラ

ッ
チ
眼
鏡
で
支
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

最
近
、私
た
ち
が
発
表
し
た
の
が
、

ペ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系

（リ
ポ
ト
リ

ー
ル
等
）
や
、
チ
ェ
ノ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン

系

（エ
チ
ゾ
ラ
ム
等
）
薬
の
長
期
投

与
中
に
眼
陰
座
挙
を
発
症
す
る
薬
剤

性
眼
陰
痘
壁
で
す
。
臨
床
症
状
は
、

原
発
性
眼
陰
座
挙
に
類
似
し
て
い
ま

す
が
、
原
因
薬
の
‐中
止
で
眼
険
痩
挙

の
症
状
改
善
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
Ｆ
Ｄ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｔ
を

用
い
て
脳
の
安
静
時
糖
代
謝
を
測
定

し
、
患
者
群
の
糖
代
謝
を
健
常
群
と

比
較
し
、
患
者
の
脳
の
異
常
を
見
出

し
ま
し
た
。

　

ペ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系
薬
は
、
抗

不
安
薬
、
催
眠
導
入
剤
、
な
ど
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
脳

内
の
中
枢
性
ペ
ン
ゾ
ジ
ア
ン
受
容
体

に
結
合
し
、
神
経
細
胞
の
興
奮
を
抑

制
す
る
の
で
す
。
睡
眠
薬
の
使
用
に

あ
た
っ
て
は
、
こ
の
知
ら
れ
ざ
る
副

作
用
に
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（昭
五
十
三
年
卒
）

第
十
六
図

女
医
部
会
開
催

　

清
沢
源
弘
先
生
の

　

「眼
識
診
断
と
そ
の

治
療
」
等
内
容
充
実

の
講
演
行
わ
れ
る

＊
本
年
度

（平
成
二
十
六
年
）
の

年
会
費
三
千
円
を
同
封
の
振
込

用
紙
に
よ
り
、
ご
納
入
を
お
願

い
致
し
ま
す
。
す
で
に
納
入
済

み
の
方
は
二
重
払
い
に
ご
注
意

下
さ
い
。

東
北
大
学
艮
陵
同
窓
会

　

関
東
連
合
会
東
京
支
部
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